
【経営方針の全体像】

経 営 戦 略
（中期経営計画）

事 業 計 画

経営ビジョン

経 営 理 念 ・将来にわたって当社の存在意義を示す

・10年先を見据えた施策の方向性、目指すべき行動指針を示す

・事業環境や港湾計画改訂等、周辺動向の変化に合わせて見直す

・５年間で企業として特に取り組む経営戦略を示す

・事業や周辺動向を踏まえ、重点経営戦略を位置付ける

・年度単位で各事業が取り組む計画を示す

・取組状況を定量的指標を用いたPDCAサイクルにより、

確実に進捗管理する

１．経営戦略策定の経緯
 当社の経営戦略は、平成20年度から3年毎に改訂（現行の経営戦略は、令和5年12月に都が策定

した第9次改訂港湾計画に合わせて1年延⾧し、令和5年度末までの計画期間）

 次期経営戦略の策定に当たり、東京港及び当社を取り巻く環境の変化を踏まえた検討を実施
・ 原材料コストの上昇、物流の2024年問題や少子高齢化などによる労働力不足
・ 国内外から臨海部への来訪者や寄港する客船の増加
・ ＤＸの進展や、脱炭素社会の実現
・ ＥＳＧ経営の実践やＳＤＧｓの達成など社会的責任の一層の要請

 社会経済情勢の変化や都が策定した東京港第9次改訂港湾計画等を踏まえ、当社の経営理念、
経営ビジョン、経営戦略、事業計画で構成する経営方針全般をリニューアル

 東京港及び臨海部の未来へとつなぐ羅針盤として、2024年度から10年間を見据えた経営
ビジョン「CONNECT TO THE FUTURE」、そして最初の5年間において取り組む経営戦略

（第6期中期経営計画）を策定

私たちは、世界とつながるリーディングポートである東京港と

臨海部の持続的な発展を追求し、日本経済の活性化に貢献します。

２．経営理念 （5年間における戦略・取組）

・新たなコンテナ埠頭（Y3）整備と再編整備の推進によるターミナル機能の強化

・デジタル等の最先端技術を活用したコンテナターミナルの効率化・高度化

・海上公園等の指定管理者事業の着実な遂行と利用者サービスの向上

・クルーズ客船の多様な寄港ニーズに対応したターミナル運営の実施

・船舶給水施設及び客船ターミナルにおける利用者サービスの向上と賑わい創出

・大規模災害等のリスクを想定した効果的対策の追求

・強靭な情報セキュリティ体制の確保

・東京港の脱炭素化に向けた取組の推進

・環境負荷低減や交通混雑緩和に向けたモーダルシフトの推進

・コンプライアンスの強化による社会から信頼される組織づくり

・東京港の将来を担うプロ人財の確保・育成
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ｃDXを活用した最先端ターミナル
の整備により、未来創造港湾・
東京港への進化につなぐ

Smart & Innovation

クリーンエネルギーの活用や
モーダルシフトの拡充により、
カーボンニュートラルを実現し
た持続可能な港湾・都市への進
化につなぐ

Sustainable

ｃにぎわいの創出とホスピタリティ
の発揮により、多様性あふれる快
適な水辺空間への進化につなぐ

Diversity & Inclusion

ｃ
現実空間・デジタル空間双方の
リスクを想定した強靭な対策を
追求し、安全安心な東京港・水
辺空間への更なる進化につなぐ

Resilience

強固な財務基盤の確保と公共インフラを支えるプロフェッショナル人財の育成により、
社会への貢献度が高く持続可能な会社組織への進化につなぐ

Governance

CONNECT TO THE FUTURE

令和６年３月（第６期中期経営計画）
経 営 戦 略
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